
し と
■Og
d

l
－

1

l‐’
1

p

J

瀞
マ

'

旬
Ｉ
■

1 FI.|
■n

ld .｢ ､F ･

ヴ

l

●

▲

f

ご

I

’

QU ．

1

8

、

■

I
D

、

j

ロ

、 1
４

口軍

４、
１
１
４



Ｉ
。

凸■ー－ ー一

〃

1 ）
、

《
P

１
１ イ ，

色

１
０

！
了

|‘杜

凸

一一

山

一

今 U

■一

盃

０

’ 1 8 P

１
１

ｰ

ｒ
１
．
ｂ
Ｂ

》

’象。

’ q■

＆

pU

ソ
［

＝

L

1

●

| ノ
’
一

■ - - - --－－一皇
ーr－ ﾆｰ毎 - . ---. --

－－首 ･－

二

『＝屋
L－竺

邑竺一

0

L ＝

一
＝



－．－－ －－－－－－一一一一一、

、

一

司
宇 U

， 1

’
■
■
■
■
■
Ｌ

、

り
凸

L

’ 一

今
J、‐

、

諺蓬 噌
罫
、
熟

、

＝

》
“
０

彦
弘
子

や
遥
竿

少牟
の

〆
部

肌
僻
り
４
雅
姻
大
樺
太
咋
舗
叫
硴
》
恥
一
癖
》
岬
》
一
画

蕃
穆
霞
遥
裁
過 、

巻
象

Ｉ
研
ノ

ク

Ｐ

秒

『

「
I

』

』
クニ

i菫皇

』

」

ヨ
」

■
▼

』

一 一一 一一 Ⅱ■■■一 一一



－

｜
l
b

ル

|陸，幸

い

角

ノ

1

』凸
云

瀞
つ

一

一通 仏童今
‐ 一

一
七 ‐‐』

一

婚
一

一

言
を

鯵
マ
マ
一
一
一

を
毛
同
”
哩
帥
啄
越

一
一
》
一

‐

こ
い

ね
一

↓

マ

マ

一

芯
刀
夕
”

の
→

一
『
一
一

ぐ

ぐ

ー､

‐

ー

ざ

を参
一
や
《

I
一

坪
《
↓

函

ザ
－

･聖~

細三 叙
躯
の

竜

ミ
↓
一
一
一

令d

午〆
一
一

〃
~

~

、

~

や
、
琴
㈹
や

憲、零
一
一

》
琴

で
ゑ

ぐ
垂
、
幸

_一と一
一



ｒ
ｌ

－ー－~一－－

9

1

l . ､
【

9

、

1､
J

①

』．、
、

勝芝猫 例

葱
一

､了
ｑ
■
■
。

隼 「

父 一

ど

－

毒

ろ
矩

ク ヨ

凸
L

■

| ’L二

』

凶 』



I １
Ａ
ｍ
ｖ Ｉ

負
い
別
い
い
Ⅱ
Ｉ

ｊ

Ａ

ゆ

’
富 紗 の

返
今
ｊ
ｒ

蓬ろ
勺 ＝

《
＝

じ

み
↑

１
１
Ｉ が

錫
伽
賜
惚
唇
や
人
鼠
ゆ
く
岨

の 他
淑

の
I

訟
紗
の
心

／

夕

Ｉ
』
『
》
』
唾
ロ

形 、

レル宝 b

■、

参

0

1 ｜ ‘
J O

l ･

薮"、 う

I
遡
一

■

守

痩
’

F

辻

1
， 『’

IPIA ■－－－ -- 一一



L ー

.- - ■■一一

｜ 』．

'卜．

■
〒
，
Ｊ

１
Ｉ

旧
肌
月
リ７

ゆ

I
1

滝

、

！
’ユ

鍬 脆}愚
参 そ を

~

→

一

八
凱
弘
入
ノ
ブ
多
伽多

『

ﾛ

剴

切の
の

1

1

●

、
↓
一
、
↓
、
一
つ
、

尋罪二
℃
↓
『
一
一
↓
寸
一
》
圃
典
幸
、

柔
喝

砂

I

翁｛

他
窪
み

W I
W

I

童
、へ

1

1’ の

I

u6‐_－一_1○

ず■』■一一■---一－一 一 一 _一一一 － 』－



Ｐ
ｒ
ｌ
１
Ｉ

－ 一 ー－

I ＄
戸

凸

酌 、

l
Ⅱ

一
一
》

か
受
岬

4－

毛
一

一

~

ｰ

Ｌ

Ｌ
冊
Ⅱ
旧
Ⅱ
１
１
１
１
凸

口

塁

ご
一
↓
垂
写
》
》
や

今
盆
一
一
鐸
空
や
《

I
I
J

~

dロ

望
~

垂|’

一_」－－一- -- _ －－一A



一－一－

一－‐~!ー一一一 ー､ｰ一

■

’

I
凸

1
ｑ
■『

１

６
１

６

０

一
、
し
《
、
、
》
一
一
一
、

披
鷲
舗
緋
い
服
が
凝

礎
仙
夢
露
で

遥
遠

》
奇
ひ

一
↓
一
》
一
》

‘…

、

〃 ．

一

を
一
》

一

一
、
一

一
一
ｊ
重
重
↓
》
一
一
、
垂
、
や
』

●

た 箏一
〃

1

Ｌ
■
■

ク 、
ぺ
り
参
一
一
一
一
一
》

一
『
一
今
》
令

篠
琴
の
お
拳
卜

縦
廷

●

、

『
一
一
一

ク

海
一
Ｋ
一
↓
、
↓

~

《
《
、
、
、
、
、

、

の,’

ﾛPI

l－→‐ ‐‐ －－JT 一三一寺一四二一一△ ■一■- .
－



【一
ｋ
帖

－
１

一一

Iβ

1
f し

１
１

ふ
勺

一

寵
象

1画
戯ノ、

形
＝

』

心
.

「

亀 唾
P

、

’

‐－．－一一一一二一-- -- . 上 ＝■



「
４
戸
、

一一

三一

一
一

一
一－口

一

口

一

一戸

《
グ

既
Ｌ
い
い

（
’

「

べ

L I
『

I

色

’

麗麗
伐
り
ふ
の

》
）

一

紗 1■

一

一

を？

の
易

少

詮 ’

を
0

0
県

ざ妾 9ざ

会〃 上

一
℃

とと
’
八

へ IW
:，

心/宮
、

－

、
幸
寺

4
,苛卸 《

も
０
１

言車

司一
桃ド■

一一I 』
一､



－－一

一 一一一一

－
－

ー一＝

1１
．
日
ｒ
竺
日
●リ

ｐ
品
皿
日
Ｉ
、

■

串
も

II

を

I

を
毎
Ｊ
似
厳
収
塗
尋
尭

１
１

｜

｜
’

| ’

L

今
、
、

、

一一

、 一~

「

や

－
０

= -一"---‐ ----,‐ ‐一一-._－－__‐ 一=． 一･･･一‘･‘IIIIIIIIIIIl■ｰ． ‐‐ ‐ ｢マーーーざ－‐．

ヨ

ー
島一

画一一一一‐ ‐_‐
二

二

言

ｰ
ｰ ＝



L 』
－－

字一一一一一一一一一一 一

一

申

一

一

全一－－ - - - 一ｺ
一一－

１
曲Ｉ

〃
●

一

一

Ｉ

■
１
日
日
日
Ｈ
Ｖ
１
９
甚
口
■
■
ｒ

E
、

一

一

一

１
ｒ
ｌ

巳

■

■

１
１
１
Ｑ
｛
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

日

凸

▲

'1!

0

参
参
か
り
を

一
、
一
一
一
》
一

↓
、
》
↓
つ
、
一
一

ー 一

”
、
偽
Ｊ
Ｌ
７
ｆ

愛
妻
《

一
今
、
↓
一
↓
、
↓
一
一

』

一
一
↓
》
、
杢
杢

且
Ｐ
ミ

一
一
》
｜

久
一
〃
抄
砂

↓
↓
今

-一命

』
】 、
一
参

壱
↓
一
一

－

~言
＝

一

百 口



－

－－
一

■｡■Ⅱ■■■■■■■･ 一 ー=ーー
ー ‐一

一

ー－■■ロ‐ - 、一 一

二一一

、 ｜
唾 1

if、 ①
●

申

0

｜

「

●

心 0

Ｉ

側
一
軍

’

ユ
と

匂
。

〈

β

’

の
h

一

木
久
咽

、

卸

声

扇
蹴
裁
レ 一

管
”

仏
久｛

亀
1

日

、

り

L

1
←

I ＝
ｰ

両

可
＝

。



q『 一
一

一一一

’。

」

■■■■■－

ー ●一ー

淫
叱

■
■
■
Ｉ
ｑ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
４
Ｉ
Ｉ

Ｉ１
Q
日

0

今

嘉
乙
綴
＆

』
、
、
、
、
、

総 艇
辱
茅
屋
壷
署
合
一

《
一
一
、
＊
↓
、
一
口
垣
、
、
、
、
、

●

や
↓
、
》
、
、
、
、
》
や

縁
の

一

b

ど

｜

I
Hl.

｜
、

0

q1
‐

、
《

わ

ゞ
心
一

華
砂
‐
垂
一

〃

寺
、
唖
、
》
一
一

●

４
４

↑

一

11

ー

二

＝
二

一



’ 一一一

ーｰ一

拶
命
‐
小

一一－－－－a

卜

△W

や

Lノ
3，

｜
螺＆心

q7

Yグ

、

と
の

の ｡さ
差

〃

慨
q，

を
島

１

推
雪

缶

と
仇
賦
？
う
孝
純
ノ
ま

ぬ
鳥
〆

と L

~

つ

つ

〆

~

と

－
０

一ー

里一一.一一一丑 ざ_← －－－ 2二二.竃一 一 .- 4一一一一一 .＝‘二二一一 ‐ = --－一－ .-‐

1

L

二

堅

戸

三

型



且

－

－

ｰ 一一 一
一

一一一－－

F

蘭

4

Ｉ
ｑ
■
Ｉ

Q

Q

凸
■
四
日
已
舎

、
、

〃

'

竜
（
勾 ‐ ■

歩
難 ｛

’ノ
一
、
《
↓
《
、
一
一
《
、
、
垂

》 虹
も

’

１
１

LL

'て
〃

李
増

、

一
／~ ‐

一

Ｐ

二

－
で

＝

－－ｰ

ご

＝

咳．

ヨー
ヨー
ー



■■■■■■ － －

岸＝ ■■■■■■■■■■■■■■

－－ －
可

一

ー

。

〃

’
ヨロ

サ
｡

｜
'＆

詐
馨
皇

そ １
ｍ
Ⅱ
川
Ⅲ
則
川
印
別
Ⅷ
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
、
Ⅲ
山
肌
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
凹
回

〃

一
一
‐
《
、
－

１

む
や

０

夕

、
二
剥
監
号
と

以
灌
魚

》
垂
△
垂
》
》
●
ノ
ー
郵
盈
吾
塑
毎
Ｊ
″
″
■
ｑ
９

－＝

ノ、

j，奄二
二
今
《
》
蚤
《
シ
、
』
９
、

一

寛ヨ
ユ

一
一
、
一

徹
差
の
産

の ＃
侈
岻
あ
く
伽
曜

ど‐
E，

夫 今
今
一
毎
『
拳
含

■

を
b

，

’
〃、
私噂

参随 《
、
曇
今

（

拳ノ、。
一

1

1

。
型

垂 動
j，＝

-L
一

一

－ ． ‐‐ -~･1 ー

二一ー･- ・=- - __



三二
＝

一

一
一

－

a
－

１
１
Ｉ

一

ド

0

、

ｉ
〃
可
、
ノ

つ え
& ハ

縄
心
老
Ｉ
ノ

3
ｊ
畑
酬
阻
Ｕ
Ｌ

‐

を
、
一

'l。

I

う

l／亀 ､

、

|’雲 護6
ー

V刃
勺

、）

刀塾

ｌ

ｌ

Ｉ
１

１
わ

Cに

一

3

、

1
』

I

＝

-コ一- 一~－－

----Ⅱ‘.‘‐ 一_‐ －－－一･･‘‘'''。

0

庁1－ｰ



－－－－

庁､

~－"

〃 一

一
一

１
１

~

ー

》、
1

口 1

I
乙 1

、

己

■

．

つ

|’

’
畷

ク、

イ
）ノ、

、ｰ

イ
一
両

一

L
’参

〃

勺

、
夕 Q

」

一

q■ 一

一一ー 一

0
＝

‐‐ ■IIB一一一、 。-‐ 、--‐ ．‐ 11■r=-- ‐ －‐ －．－ｺ二
－

三 一』



－－ー 一

１
１
１

■■■一

言－ ニ

｝

－－

■

ド

ふ
章

L

〃
〆

鴬

。
ｂ

秒
の
侃
徳
や
吹
沿
穆
轟
電
い

↓
一
、
垂
』
、
一

ク
』

イ

ク
《
》
、
↓

副
刷
９
７

Q

今 一‐

鯉を
｣，

一
ヨ ーー ーー 一

一一一 一一 .一



1 J ＝ - -----1■■■■■－

号－ ．－ －－－－

一

一ご口 一
一一
・
１
１ 冊

一
山
，

一

β

』

↓
，
李
マ
マ
句
幸
一
、
勺
↓
一

例
杉
！
脇
を
脚
１
２
あ
典
篭
〃

、
マ

ー

や一‐

燐分
~

→

唾

÷

→

争

一

１
ｋ

ｒ
砲
串
一
■

口

1段
卜

b

、

、

↓
》
↓
、
、
、
》
、
》
、

い灯菫
、

↓
・
一

Ｊ
１》

、
一
一
令
一
》
や

蕾 讃
二
ゞ
、
」

喰
ら
殉

『

、
、
、
さ
》
今
や
↓
』
」

寺
李
入
、
↓
↓

L

ｑ
‐
】

ｊ
ｌ
Ｈ
８
ｊ
■
■
１
２
月■

嵐
Ⅳ
■
Ｂ
ｒ
ｒ
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
回
即
凪
肌
ｒ
■
砂
酎
即
印
昨
日
Ⅱ
Ｗ
Ｈ
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ

｜

ゆ

４

■
一

I -＝一 －ー
＝ 一

・ ＝ー

．‐ ‐＝‐ “..－‘ ‐－ －－－．－．－1一一
＝－

－Fロニーーー一一一一一一一一屯一一一一▲

＝

▲

二

戸

田



一 -－－－

あ

．．■一コ
■■■ー一一
I

口L

可ﾛ

ー

■

-J

1

、

’

１
１

’

判
り

j

、

ロ

－－

一

画
－コ一
－－－一一

ー－

． ｡ 一 一 - 一日－ー－

■

，可
L

0 霜一

一
」

ー

一一一一竺一

百

二
二

型



● q1 r

－

－－ -－ －－－

－

一一

●

そ

電 一一
一
、
↓
、
↓
一

F

h

の

、
↓
一
雲
一
一
一

そ

■

Ｌ

一
行
や
”
睦
壱
勿
詞
べ
町
〃
旦
柄
つ
壺
竺
ｒ
‐
Ｉ
ｒ

<、
一
一
一
一
一
一

ｄ
Ｉ
ｊ
Ｉ

Ｐ
甘
夙
亘
邦
畑
凸

の
り

酔い

一 一■■

r r

t
『 -- 一

一

Q



L

一
Ｉ

.'･‐ ‐‐一一一一一一一一＝－＝

一一里 ヨ －一 一

ｰ

－

－

I

（

殉

１
て
伽
脅
〃
仇

ｈ
側
鯲
悲
暫
の
戊
泌
汐
鞍
締
あ
み
ｂ
膠
●
＆
〃
ご
ゞ
０
あ

ｔ
く
債
’

一
一

侭

秒 》
つ
一
一
、
一

あ
～
わ
め

垂
愚

へ
削
り
上
§
７
の
ｊ
４
〃
Ｕ
ｎ
ふ
い

壷
？
苞
を
胞
綜

↓
↓
一
↓
、
』
私
退
Ｆ
七
一

八
心
り
伽
州
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｍ
肌
お
‐
必

、
蓮
聾
，
ヘ
マ

、
↓
、
一
一

一
、
↓
↓
、
一
一
一
一

一
↓
↓
〉
、
《

．
心

底
ノ
参

、
『
一
へ
、
つ
ぐ

ｉ
ぜ
げ
し
お

一
一
《
曇
、
や
．
》
、
↓
一
一
・
輸

吻
肌
寺
、
必
吟
ｆ
ｙ
帆
脚
叔
刷
鳥
し
か
糸
率
八
り
く
ｈ

、
一
》
↓
、
、
Ｌ
抵
弘
９
章
一
善
↓
↓
一
イ
ｒ
、
↓
》
、
、

是
ふ
向
川
の
今
す
ら
ぐ
捲
狼

↓
、
雪
↓
一
一
、
旬
ノ
／
●
ｂ
込
・

わ

1

１
屡
今
“
つ
つ
《

ム

皇こ』

か＝
加
P

Z

■今

、PL
j庫’

侭’ノ
唾’
1

！
一
一
乳

一

そ
ノマ

え，
F

■IF

l
d

l

ー

Q

Ｊ
ｊ
ｊｄ
〆

可

ｊ
刷
湖
』

Ｐ

？
今
１

勺

し

r

L
咄
同
心
遺
言

－1■■■■■ー ､

壬

－．-一一一一一一



１
．
１

I
－ ‐ ‐1■■

－

q.

P』

「

》

を 難
己
ｉ
Ｃ
参
虐

一
一
、
、
つ
一
一
、

朏
恥
看
蛎
（
〃
〃
宙
込
ハ
の

爪
Ⅶ
側
《
唖
公
ノ

、
靴
、
《

そ
め
む
ぼ
象
汽
唖

一

、
１
１
Ｍ
Ｗ
爪

醒
垂
》
》
侭
李
へ
「
一
一
１
．
も
″
“
■
１
１
Ⅷ
Ｔ
△
、
Ｄ
ｊ
ｊ
■
■
■
Ｕ

吸
″
～
い
り
血
眼

一
、
。

Ｌ
■
■
可

つ

一

一
う
一
、
、

、

Ｗ
》
、
川
叩
Ｉ
１
ｈ
ｙ
い
り
繊
梛
Ｖ
乃

Ｑ
亀
、
、
べ
、
酬
刷
Ｄ

ｎ
ｙ
咽
》
繊
梛
Ｖ
乃
，
”
、
Ｊ
１

影 『
琴
『
『

ｌ
ｊ
刊
■
■
Ｌ

やー

●
《
わ
》
函
‐
職
ｊ
ｇ
ｊ
″
”
ぬ
ｗ
〃
／

■

勾
一
一
々
一

一
、

Ｉ

‐

I

、、
一
↓
画
“
幸
一

{ハ(曇､）
I

『

’
ｈ
８
Ⅱ
且
■
■
■
■
ｑ

ｌ

1

二
一
一
、



ー

－－

ー－－－－－

－－

一一

凸＝ －

－
１
１

一

●

・

■

■

｜

■

■

日

日

0

イ

③I
沁
軍
Ｐ
二

1－~ 一一一

毒
↓
一
一
一
一
マ
一
一
↓
一
垂
一
一
一
奎
動
一
一
↓
垂

ｒ
↓
↓
・

ク
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
》
一
↓
、
一
一
“
、
呵
圭

↓
、
↓
』

’

； 碁一
一
壱
二
一
、

『
、
↓
一 、
同
イ
も
↓
二
、
一
、
。
。

。

つ
『
一
、
つ
】
■

と
〃、

ノレ

一
↓
『
ノ

句

0－

9

一
一
一
一
■
一

■

、

タ、 沙
の
覆
砂
に
切
身
／
ｉ
，

〃
焔
〃
い
の
溌
珊
息

蟷
一
一
一
、
斗
戸
．

一
一
一
、

『
↓
一
、

一
壱
℃

一p

a

型

｣
今

｛

司
例

t

上

ム
西

ら一うぐ
『r1b
i_bl」
q尺

》二’1

一

~

ザ

、

６ ‐
‐
‐
‐
‐
‐
討
雪
『
‐
‐
釧
刊
‐
。
‐
叫
叩
１
１
１
１

、
、
ｈ
凸
呵
‐

、
、
、

/1

戸

乱
独
ざ
ブ
ル
Ｅ

ｌ
ｊ

、

１
１

、

L－ー=ゞ？‐
I'』

_ __ ----=』 壜

iW

L－二

牛

L一二
←

＝｡一 -- ＝



五一一一二

！

ぬ
り
『
一
を
今
マ
マ

貢

９
Ｊ
■
■
■
■
冨

一
、
一
《
｝
↓
一
一
一
、
、
Ｐ

こ
う
引
一
一
一
、

？
マ

マ

、

屯

l

I

h

一
一
や
琴
隅
↓
一
一
、
『
』
孝
琿
、
鋤
，
、
《
》
琴
マ
グ
、
一
庁
●

一
一
一
・
、

‐

』

●
《
釦
／
（
》
『
ノ
、
Ｊ
〃
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
咽Ｉ
１

４

１

生

Ｌ
、

↓

訟

乃
〃
″
瓜
２
８
口
日
日
聖
ｐ
ｐ
ｑ
ロ
己
、
ｂ
Ｂ
戸
已
且
■
■

】
■
Ｐ
〃
も
』
も

尻１

勺、
、

一

、

一

トー

誼

’
画
■
■
■
“
■
■
■
》

且
″
■
Ｂ
６
１
４
Ｌ
Ｆ
Ｌ
■
■

ｈ
Ｕ
Ｏ
〃
■
■
可

｡。（

（
1

凸

司

、
『の 今

つ
Ｄ
一
町

I

h

､〈、 （
タ

’1

、；
b

r I

、
’

1

ｑ
ｌ
１
ｂ'|｜

’’

師

l』’LL



一

I
I

●

↓
、
↓
一
つ
、

、
、
、
、

７
笹
ジ
迄
免
蓉
号
、
・
ト
ー
、

》

℃

／ 1

ｊ
子
Ⅱ
１
．

ー

〆
夕

骨

b心

治

り

ら

％

１
１

。



ｇ
″
■Ｉ

、
P

〆

I

葱 ，， ‘

卜
~
＝

勺

▼今

▲

｝

、

I

’
p

一



宗一一一一一一一－ I
ｈ
ｈ
Ｊ
Ｏ

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

I

↓
論
戦
↓

１
１
■
１
＃
Ａ
‐

《

’
’ 涛
位

W

LI一へ

鳥
q■

Iｉ
條
物
ｒ
ｌ

L

I

必
“
一、

寅電＝
丘

｜

’亨 批一 、

'1
一

ｑ
ｒ
Ⅱ
Ｉ

《

1－

二

｢．

L



|I

ｎ

ｌ
Ｉ
ｉ

､
一

－－

〕
r
l

’
'

』

q

、

や
１
Ｊ
一

寸

ヱ

空必
‐

一

一

ル
ー

ﾛ

Ｉ
１
１

Ｌ

肥ノ

ｊ
を
ノノ

姪
必
的
）
し
《
、
一
↓
一
↓
、
つ

、 P

ロ

｡I
喝丞

、 1蕎腿
工

●

■

一
二

一
）

ク、

ヒロ

1 。

で
巳
且
〃
ベ
一
戸
〕
〉

ｊ
、
由
．

型
９
画
″
記
く
ｊ
辛
い
Ⅷ
小
雌
．
葱
Ｉ
Ｉ
１
１ｌ

Ｌ

ｈ
ｌ
Ｌ
ｉ
ｈ
Ｌ
ｑ

。
■
『
４
｜
■
■
日
４
１

画
■
可
‐
１

ｂ
１
１

１
０
１

心
」
二
勺
宮
口
可

L
1

1

》、

Ⅱ

』

I



＝ ＝一戸一一 ．
－

角

Ⅱ
－－ ■

、

V

、

『

q

〆
可

・
０
４

1屯
~

〃

一

（ ハ
約

I

､

ノ 恥 、
ワ

オ 炉｡‘
予妙

8 ＆

珂
恥
垂

〆

、．ま

蕗丁．

L

唾､。

今

や

、錨一

､ 『今．
e

脾．､ う
一

’

参一選

･FW
式c〃ず
4 9

、

4

口

1
吟

鱒
。
零

I 一

を
り

勺
■

伊
夕

ﾛ

一

定
一‘）

l｣ '
1,f

、

①

I
e

ー 一一一一 一



ユ ー
l

」

I ・‘ f、

0

●

ト
且

～

も

両

守
、

-て・の－一

P

一

易
一

、

~

先刃
一一

帥
画
一
入
》
《

１
１

刀

一
一

〃‐ .一

狸
一悪塞

今

~

ー

、
、

一

一

一

一

針
’

一
一

‐

、

も 一

I

~

垂

一

、

９

一
一
，
一

ｌ
可
】 ■

■

唾
■

ー

麹

1,1

■

●



型
一

- = - b一 －

－
－

一
一 －一

’
I

I ■』
℃

I
ｄ
■
日
日
日
日
１
１
１

１
1

〆

【

『

1 I

、

1j
uＺ
↓

、
ニ
ペ
ト
ー

身
含
ノ
く
、
し

．

罰や
、

鐸
、

、

臥句

も
＝

毒一

、
一

酌

のノ 、LaG~

剰一
＝

’
戸

＜

司

、

ノ
ｓ
》両

ゴ

一
、
マ

マ
マ
、
、
つ

、
一

→
一

必
刎
毎

→

夕

？ 一

封戸
。ご
討

r

室ご
1F

ヨ ーーノ
b
JI -

‐

･

詞

』

』
一

二 』可

』
一一

b

一

＝



ド
』’

q
d ーーー－－－－‐ 一＝－

I

l

l

l

』

1

１
１

１
℃
・
多
幸
、
づ
づ
↓
、

欣
卜
嵯
舞

泳
七
勘
島
升

上
一
、
一
一

て

獄 ､､

澪了

q

＃
ｂ
ｑ
Ｕ
－

４
二
ｍ
皿
■
「1

に
”

地
伽
呼
く
ｂ
ｅ

叶
張
、

○
室
、
一
鯉
》
Ｅ
“
ケ
Ｂ
″
邑
晒
■
▼

ｂ
Ｆ
■
ロ
一
画
狙
藝
も
、

１

あ
あ又
の
岬
翻
９

鼻
‐
恒II 1

可

I
■
二
』
・
可
、
Ｌ
０
，

０
■1

1

I 、

I
偽

j I

『

１

１
１
８
０

’
1

－．ヒーーー ‐一_‘,..． ／
ー

－－

■b.=---__ 』



がー一
声 ’一

一
一

一

！
一一一

I
g
一

’

（

小-‘,宣
一

「

〃

里

屯 匡邑

剖
魂
－
《
↓
、

、

》
↓
、
『
↓
》
、
、
つ
ぐ
《
湧
く
ゾ
、
垂
今
冬
。
》
等
宇
二
↓

潮
ｰ

一

や

一
亨

啄も

Ｑ

今
、
↓
一
一
一

塁
声

|｜

｜
I

一
や
、
毎
錘
穴
垂
冨
０
運
室
ご
寺

ー

『
・
マ
ー
》
や
、
歪
４
，
↓
奎
令
》
今
杢幸

一
．
●

Ｌ
Ｙ
糸
照
忽
鞭
沙
凡
妬
み

■

、

dF

一定

、

I 、

宛

ノ－－ 里

一一

口



戸 画

□

ノ
－

r
rl

■｢－
ーp

q

炎 ‘ 1
〆らげｰ

〆ﾛ

､

B

』
可

司イ
八
V、 1

■
『
４
年
」

」
■
■
■
■
■
■
庫
■
一
■
、

h
琴

と
〃

■

灸
V

’
Ｉ
身
毎
頓
雇
噸
亀

職
山
伏
払
噸
今
ハ
ワ
恥
殺

ー

ふ
値

/＆

唾

恥

･守ふ
ふ
馳
投

大
呼
喫
迩

て

▲

’ あ出
町ロ

Ｌ
毒
、
、
、

晩周

一－ －－－割., ー
b.‘－－‐ -－ －－－－－

■－‐-‐－－．－－ー‐ -a
』

－＝

ロ



7‘頑

戸

己
▲
『

／
・

』
ダ

P
一 一

一戸氏

均ﾉ丙亨
P

之
▲－
一

』

シそ
ー一

F

＝

d =

ｬぴ一

ｰ一

画

1二
』
』
〆

■

「

『守■

》

噂

戸
竺
「
一

1
戸

一

一
一
一

一

一

一

一
一

ａ

魚
ロ
》

▲
一
Ｆ
Ｊ
一

い C
ロト 、

河eA－きく ';5Nをﾑﾍﾐ堂一塁,、事参
一
一

グ

ー

Ｉ
ｊ
Ｎ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
且

Ｉ
ｌ
ｈ
Ｈ
Ｉ
厘
皿
日
Ｅ
Ｂ
ｈ
山
８
１
１
Ｋ
Ｄ
Ｉ

念ぞ色

､へ岬
■
二
■
■
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｌ
■
画
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
Ｅ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
■
１
１

08

§<達 ●篭S
寺

●

＆
令
速

難蓮､V
口

二浄桑，含梗〃 ､幕』

｡

一一一一 ＝

、

－

壬

●
凸

寺
銭

無

ノ
〆

蝿j善▲●s、ノ 智
、ま雪’ 夕

鎌γや =亀）

’

ご篭萱 1

』
写F

1

魯鮴為令 I
ﾛ

電電画、ノ

<§f雪､一ﾐｰｰ夢壱一へ二 １
１
」

Iー、▽

亥
◆

鮎

‘ｰ

ゆ

茎久
一

L･

jf、 Ｆ
ｈ一

一
も

一一

－－』



L

ロ

一一・画一l
､

一■ －－－－－■一 － ﾛ■■■h

' j
一 =

／
Q

h
「

、
″

,沁
唖

／ ＆、 』

二 コ

I ､

~ ワ

の 露
鋤
そ

ろ⑫
や

や

趣
1 偽〃、 一

＝

私
蠅
調
遡

０
旬
哩
。
・
①

h

■ 面

ト

ら

ぁ
″
孝
一
，
ゞ
４
漠
γ

ｄ
■
Ｐ

8

墓
や

髪
砂
ロ

Ｂ
ｖ
ｌ
ｌ
１
４

つ
つ

他I

わ 多
紙
侮
の

戸

|’Ｊ
乳
ｖ
の

’ タ、
ー

4

の
迫

’

慾1

抄
型 の、， ー

①
L

可
一
一

捗り
q

ｄ
凶
ｒ

伽
の

（‘
ノ

虜 し
、

』■ー~-←、-.-
－

－ － 『＝ 一一 一一 一一一二 －－ 二



一一 つ
－

－ － －__‐‐ ‐-－ ＝ ロ 凸一 ・ ‐ － － ．‐－－－－

1
一一．_‐
一

h

l 1
L

-
ー

●

。 口

‐ －－－－ －－一

j 〃

１

１
１

』

〃
一

ｋ
ヶ

0

Ｉ
。 』

且

▲ ″

９
９
．
日
″

ジ

ー ご
ｂ
籾
『

■

彰 §

、
廷

卸
幻
、
一
一
↓
一

、

一

1
11a

一
ｂ
ｑ
今
》
一

〃
、

一

殉
、

霊 亮

、

↓
つ
ユ
尾

戒
重

一
つ
一
一
つ
ぐ

ぐ
し
、
や

一

一

一

一

一

、一

一
》
一
一
、
一
今
↓
つ
、
《
『
幻
、
亀
一
挙
琴
一

名夕

１

１

日
■
グ
申

〆

Ｐ で
９
く

ぐ
ぐ
《
今
づ
づ

杖JE
罰

ぐ
ゃ
Ｌ
一

画
ノ
ヘ
ン

。
Ｉ

》
つ
つ
萢
睦
や
、
ｉ
ｊ
イ
上
、
っ
、

↓
ぐ
毎
↓
、
一
等
琴
、

琴
型
毎
℃
一
八
『

つ
一
一
・
凸
、
一
く

う
！
』
且
Ｂ
ｒ
Ｌ
グ
グ
唖
■
Ｄ
Ｐ

一
つ 『

や
勺
、
”
、
曇
一

嘘
寺
号
。

つ
、
列
ｒ

１

６
日
日
日
■
ｎ
旧
■
■
８
０
１
８
Ⅱ
日
丘
■
一
■
開
可
可

｡

、
の

ｊ

〃

４

か
４
■
Ｊ
ｆ
申
▼
唾

Ｉ

、
、
’
１
１
、

＝

必
の
砿
鞭
を

一
口
二
つ
■

一
『
“
一
華
や
》
《
、
お
む

I
p

鞍

の
識
″

ジン
〃

、

〃
１
．

Ｆ

声
Ｊ
Ｐｒ

ア
ー
、
《
蓮
一
や

函

▽

之↓
尋
一
一
の
《
今

■

’

『

、

！

l

LP
－

里
－

一－－ ｰ一コ 一ヨ



■
4
F

, f"
”

G空

迅I笛〃I ログ』・
戸

声

声 一 戸
一

＝

、

1 1 、

当緬
Ｈ
■
０
１
１
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
０
８
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
１

》

や
ら
１

や

り ． ゅ

昌一一
ざ

ラーー＝一一”一一

-二
一 ･･一・■■■■|■－．-， －－ー

、

／▽
し 『

ク 亨L守 ←

少 、

I
L

〉
一

一

一

，
二
、

､挙曾
傘

。

１
１

１
１

1

＜ 、
■＝

１
１

争一

、

や １
１
１

■

塁

列ニ



ヨョさ弓 一一色一- －－－－－－－．．●

ーマ

ノ
画 一一■■ﾛ－－一

↑

Q

申

、

イC

ノ ． 、4竜＝

|iぞ

一

、

1
I

ｉ
や
』
■
●

’
１

》
己

参 、
、
、

一
一

’ 伽

を 鼻、
妙

八
協
岬
４雫

◇

ｌ
誹
州
、
■
陳
Ｉ
‐
’
１
ぃ
賑
．
彦
紳
‐

缶

⑧
β

ｆ

〆 一》

〃
ち
く
、
砂
ど
波
賀
仇
唾
１
１
畦

日

I

‘ﾀ､

陰
込
、

久 fb－1

l o.
‐

b，
q!q F

L-
h

小 k
凸

■

可

| |猛

■

、

′
《

11缶

I 一

ー一一一

言

L



「 E =
亀

1

¥ イ

－‐

1

電笹

1

1_k1
， 『。

の一

F

う
ロ

1
0

◆

《ノ ミ

‘ #

■
匂

タ

《
〕
副
ツ
ゲ
Ｑ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ

､球ゲヶ‐

着 1
心
を
』 息

◆

』

1

‐

小

伽
Ｗ
上
』

全

を 丑

j， お
の

曾

ア
ゼ
ハ

ｌ

陣

倭
０
』
守

勿
刑
刑
‐
‐
州
い
酬
叩
山
，
全
“
江
”
肉
決
１
１
月
蓮
『

、

■
伊

岸

■■

少丸
、

ダ

1

記

L〃
●

出
、

ど
く

D】

、

、

＝＝一一一

||||||||||lllll|||||||||||||||||||｢－－－－｡－‘､-----℃ 』
一

一

L‐



彦
言

７
僻
４
．
‐
抄
－
１
１

l■■■■■■■■■■ ‐－－

■■■■■

Ｊ
Ｊｃ
Ｅ
Ｃ
Ｐｌ

』

一

1
ダ ,

1

ご

｜

’

！

1h I

、

I

今叫

ｒ
小

ゲ

タ

、
己

、 0
』
日

、〃
〃
９
０
ｆ
ｌ
『
８
つ
１
、

q

P

ー
、

、
↓
》
、
つ
↓
一
、
》
↓
、
↓
↓
垂
↓
》
《
幸
↓
、
↓
零
一

函
請
訊
表

八
〃
遥
湧
小
念

令
イ
Ｊ
弓
、
↓
、
今
猶

軽
の
ん
鮴

』

唯
咄

倣
深
部

李
一
》
《
》

７
り
を
妙
な

解
除
″
抄
〃
か

埠
鐸

、くイ

|‘

▲

刀
q

一
、
。
、
、
、
↓

な
１
２
筵
価

１
４

一
、
、
、
つ
一
、
つ
、
、

／
１
，
も
４
脚
雌
＆
ご
心
１
７

、
、
、
一
一
、
↓
、
、
》
、
、
、
」
一
一
、
且

と－

；
と、 り

一
、
一
，
一

→

~

つ

~

ロ

’一
、
一
一
同
上

冬
〃
一
や
、
恥
〃
／
く
‐
や

幸
一
一
一
一

“
昼
．
ｂ
ｂ

Ｌ
Ｆ
１
Ｌ
戸

ｐ

Ｉ

ｌ
０
ｉ
Ⅱ
０
６
日
■
■
■
Ⅱ
日
日
Ｏ
ｊ
ｌ
‐

Ｉ
Ｊ

■

■

■

１

異

一
一
モ
マ
↓
一
一
一
↓

も
僻
払
創
〃
わ
？
あ

q面

｣

一
、
《
ウ
マ

”
γ
〃
’
、
《
毎
マ
タ
一
．
酌
”
』

建
↓
宮

マ
ー
↓

幟
付
盗

修》
一
つ
一

Ｗ
７
１

厳
ヲ
～
』
と

Ｉ

房

一

森

》
マ
マ
Ｌ

へ

Ｌ

、
、
〃
”
ユ
竜
一
ロ
ロ

、
″
〃
■
面
“
》

必

零二→

|’

乢一

」

ー

里－－－－－_



－－－

〃

』

I
L叩

ｌ
ｕ
１
、

P

l

毎》い
上

″″ いや
角

●
▼
●
▼

グー’

イ
『 匹

■
Ｐ

I
』

ゞ
壷

〃

ﾄｰ

や
産
渉

０

0

9

『
や

－の
↓
一

動同
’d’

一

一

■

も、

↓
一
一
一
つ
記

｜'ノ、

｜
》

、

’

14

1_

●▲

一

一

一

一

1

d
o

一
一

、

‐胸I＝ 〃

1
"

’
▲

ー

一一＝ 一
一

ｰ■r－－L －－ 一－L
‐

0

．

＝

L』



－一一
P■■■■-‐ －

一－ －

－

魁齢

I
い､｛

W ー

廷

｝』
凸

ア ノ

二

〃

ノ‐て

I Ｊ
ｊ
ｆ

〃

函
8

’I

心

鰐

｜’

） 一

皇 ’
ア

’〃、

㎡

葱
＝

ー

、
〆

K6 ぐ

P
、

、

h
IF

ヤ
&

趣○

ざるクノ 〃，
Jフ

と
ｚｆ

』

ワノ

グ

a h,

J，
〃

1 〃、塾
1

ー

l』
一一一一一 告

岳一

一一一ー
ｰ

－－－－．‐
一



一 一一

『

８
口

』

。

廷

胃閉
『L

可
』

‐ 『

1。
（

型や
屯一 ノ

陣lロ ，
／が

ｎ
Ｖ

順
'

通勤ナ

受 I
J1

も

む

、

． 一

鏑
｡あ

〉

一

』

4

や

〆
■

、、 く

詞
グ

、、

、

６

Ｊ

■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■

主

、
↓
、
雫
↓
↓
心

マ
巳
量
鰯
Ｉ

↓
《
一
つ

､

↑■
１

、
、
泊

ろ
・
ぬ

■
一一一一

＝一

■■■L ー

ｰ‐－ 1
戸

L



－ －－－－
－

Ｌ
‐
ｒ
■
■
■
日
日
■
１

可

ゴー＝ 濫
’

l
｛ ’

漁

恥雫
、

W

L

や‘
ｂ
Ｅ
マ
利
Ⅱ

〃
Ｉ

型
〆
雪
姫
迦
、
，
。

Ｏ

ｒ
ｂ
■
ロ
ー
Ｌ
■
■
■
ロ
９
，
，
１
１
１
出
ｌ
ｂ
Ｈ
Ｆ
ｌ

Ⅱ
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
Ｐ
０
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
８
Ⅱ
日
咀
ｑ
■

、

、

，
皐
垂
や
つ
、
↓
》
↓
勺
寺
一
、
ぐ
毎
つ
つ
、
“
幸
↓
一
一
今
、
ぐ

奪

い
～
か
緬
守
湛
如
自
鳥
紗
閥
が
＃
ず
八
開
？
秒
咋
と

寺
奎
、
や
づ
、
》
《
一
一
海
“
勺
、
垂
一
、
つ
《
、
つ
《
“

陣

、
剣

仰
を

、凸

0

や
や
い
ん
い
欣
帳
叶
鋤
邉
皇
″
院
〃
す
肌

つ
竜
ぐ
つ
、
↓
一
幸

達
蓉

僻
淡
々
紗
隠
今
に
仏
隊
隙
雛
加
か
〃
昨
誌

；
一

一
、
一

d屍

一

‐

0

夕
。
一

ヤ

ごq9
4F

可、

ゆ ’ロ
一
・
一

■
■

■

P

ル
ヮ
汎
朋
２
１

’プ

一

心
、
心
《
ぬ

遥冷
下
〃
ど
た

一
一
↓
い
ぐ

了
塾
諏

つ
ｃ
－

ｈ
Ｆ
ｐ
勺
グ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｂ
日
夕
訂

「ノ
旬

r

ソ
ア

』
8

1

_dL

「

＝==＝ ニーーロ一害-笹 ＝'－－－－－ ‐ ‐‐ ‐ － J



bFー

－

ー一 一

１
１
１

－

ヘ、
W少

6

■●

戸

･剰 fP

h

ヴ

1f 4

P

1
．、 VD

l V｡

’ノ

菅
～

》
一

一
一

、
’
冬
今
，
、
垂
一
幸
、
垂
《
埜
一
》
桑
壼
／
つ
一
彦
垂

つ

一

、~》

恥1

、
。
つ
ぐ
今
、
一

■

、

１
１
１
■
１
０
〃
０

己

《し

‐

や
一
曇
今
や
一
一

小
朴
叫
ハ
災
野
他
よ
鵬

ダ

●

１
１
１

｡

、
」

『

』

九
、
『
て

●

一

●
ゆ
ｂ
Ｅ
あ

１

誼

Ｉ

Ｆ
Ｆ
■
■
『
１

－

■弓

部

．
ｐ
ら
Ｊ

ｕ
ｄ
４

Ｐ
■
■
『

I

記つ
両一
コ

底
今
、
一

名
句
《

■■、

ｿ
ゴ

ー

L－－ －－
鈩元

星

＝
■■■■

＝

●



囚

戸

《

ヘ

ア

ゴ
】
一
Ｂ
Ｉ
ｒ

。

戸

I.！
〆

〆

ダ 剣

■

ｆ
６
ｐ

｝

、
『【

〆

’

聖

｡ 』

ひ

~~

う
●~

罰 名
腿
律

一
一
一
一
、
↓
↓
一
、
づ
づ
』
冬
毎
》
一
》
》
典
一

一
勺
、
一
一
つ
、
一
一
一
一

岸､唇ﾒイ

‐ (↑
●

、

､､', ,

ハ
蚤
色
初
ｊ
、

戊
凹

、
↓
《
↓
一
允
一
Ｉ

～

乏 つ
ゅ
つ
一

一
ぐ

■

3
．
ｂ
ｚ
込
ヌ
化
・
汁

‐ぞ

、

毛
、
小
↓
、
垂
や
允
杢

罰

Lj

‘券、、
l l-

1夕

| |l

■ノ

l.

Q

I rl

●

L
一



I，
／

ゴー－L

■
一a

lq

9

Q ▲ L｣’ 、 ｜
己L

b

■

1

11
ヴ

が

４
１

＆

9

！

1

，

●

1一

可

■

I

｜
、

4

1
0，

1

1

d }|
I

、

1 I

1 1

1

ｌ
ｌ
Ｉ

Ｌ

ａ

■

■

且

」

ｌ
Ｌ

７

．■
ｌ
■

▼

ム

ロ，


